


















































 2005 年に，私は知人と一緒に『ワーキングプア』（『ポリティーク』10 号，旬報社）とい
うタイトルの本を出しました。06 年 9 月には『週刊東洋経済』が「日本版ワーキングプア」
という特集号を出しました。またワーキングプアをテーマにした新書も出るなど，好況期





















 2002 年から 07 年までの好景気の間にどのようなことが起こったか，図表２を見てくだ
さい。この５年間に日本の労働者は約 236 万 7000 人増加しています（同表の「役員を除く
雇用者」は労働者と考えて差し支えありません）。同じ期間に 250 万円未満の層が 222 万人
増加しているのです。つまり，好況期に増加した労働者の大半は年間所得が 250 万円未満
という低所得層で占められていることを示しています。 








から 2007 年までの 10 年間で，男性正社員は約 300 万人減少し，逆に非正規雇用者は 256
万人増えています。正社員と非正規雇用者の割合の変化が男性で特に顕著です。2002 年か
ら07年までの５年間に男性雇用者(*)のなかで300万円未満の層が908万人から1007万人
へと，約 100 万人増加しています。 
  (*) 政府統計の「雇用者」は被雇用者を意味します。ただし，「雇用者」の中には企業や団体の役員
3 
も含まれています。 
若者のなかで特に若年男性の変化が大きいのです。25 歳から 34 歳までの若年男性雇用
者の変化を見ると，2002 年には 31.5％だった 300 万円未満層が，2007 年には 35.1％に増
えています。25 歳から 34 歳までの若年雇用者は減少する中で（816 万人→756 万人），300












ムの非正規雇用が増えているのです。図表４のとおり，2002 年から 07 年までの５年間で，
非正規雇用のうちフルタイムで働く層は約 100 万人余り増加しています。しかも，そのう























































年から 2007 年までの 10 年間の伸び率はパートやアルバイトが 1.2 倍程度に対し，派遣社








































































































































































 さて，こうした結果，どういった問題が起こったでしょうか。まず 2002 年から 2007 年
まで，好況期に起きた変化を簡単に整理しておきたいと思います。 
 「日本経済新聞」（2007 年５月 30 日付）の記事はこの変化を一つの図にまとめています。






























婚率に明確な差が出ています（図表 13）。20 代前半まではそう大きくありませんが，20 代
後半から正社員と非正社員とでは未婚率の差が開いてまいります。30 代後半になると正社
























































10 人，20 人，30 人と，日々変動させるということでした。 
 倉庫内作業の場合，仕事夕方５時から朝５時までの夜勤 12 時間労働なのですが，そのう
ち途中で食事時間等を含めて 90 分間の休憩時間があるので実働は 10 時間半，日給は１万






























 去る１月 26 日，厚生労働省は去年の 10 月から今年３月までに職を失う非正規労働者の
数を 12 万 4802 人と発表しました。このうち派遣労働者が８万 5000 人強，期間工などの契





























度には 6744 人が県外の出稼ぎに従事しています。そのうち約 5000 名近い人たちが愛知県
の工場（特に自動車関連）へ行っていたのですが，その数が去年の２月から急速に減って




















 さて，石川県の場合はどうでしょう。厚生労働省の先のまとめでは去年の 10 月からこの
３月までに，石川県では 2064 人の非正社員が職を失うとされています（2009 年 1 月 26 日
時点）。これは県内の事業所に問い合わせた結果の数なのですが，うち派遣労働者が 1353































す。日本の労働者は残業を入れて年間 2000 時間働いています。時間給が 673 円では１年間























































































































 そして３点目は，少し技術的なお話で恐縮なのですが，ワーキングプアの人数が 160 万
人と中にあるのですが，先生のお考えでは，移動している人を合わせると 300 万人ぐらい







得が 200 万円未満の層は，2007 年で 1677 万人です。300 万人という数字は派遣労働者を含
む間接雇用形態の労働者に関して申しました。 


























































(注 2) 図表 16 について，作者（catomoko さん）の掲載許可を得ています。 
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